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《研究ノ ー ト》

西南中国欝江地区

土家（トゥチャ）族農具採訪録

はじめに

渡 部 武＊

1989年以来、 私はいくつかの共同研究プロジェクトに関係しながら、 中国西

南地方諸民族の在来農具の調査に従事してきた。 まず、 ミャンマ ーやラオスと

の国境をなす雲南省南端西双版納地方の｛泰（タイ） 族・基諾（チノ ー ）族・吟

尼（ハニ）族· 克木（クム）人の村泰調査を皮切りに、 北上しながら浪池・撫

仙湖周辺の漢族、 徳宏地区の最頗（チンポ ー）族、 消海周辺の白（ペ ー ）族、

麗江地区の納西（ナシ）族、中匈地区の蔵（チベット）族、濾油湖畔の庶悛（モ

ソ）人・非（イ）族の集落を調壺した。 ついで1996年以後は、 調査地を四川省

側に移し、涵古湖東湖畔に居住する蒙（モン）族（雲南に居住する摩悛人の別

称）、 川北の茂県地方の発（チャン）族などの伝統的な生活様式と生産用具（民

具）の調査を実施し、 すでにいくつかの報告書を刊行した〔渡部・ ダニエルス

1994 、 同 1999 、 渡部 1997 〕。

周知のように、 西南中国地方は古来より多くの諸民族が遷徒を繰り返してき

た舞台である。 1950年代以来の新中国政府による民族識別工作0)結果、 集南省

では漠族を含めて22の諸民族が、 また四川省では15の諸民族がそれぞれ認定さ

れている。彼らは、生態棗境に応じてたくみな棲み分けをなし、塙子（バー ズ、

盆地）や梯田での水稲栽培、 焼畑（近年かなり制限が加えられてきた）や常畑

による陸稲や雑穀の栽培、 あるいは牧畜を生産手段として、 伝統的な生活様式
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を形成してきた。しかし、彼らの生活様式は、近年になって加速度的に変貌し

つつある。その変貌をもたらした第一の大きな要因は、 1966年より］0年間にわ

たって中国全土に吹き荒れた文革の嵐、その第二は、 1970年代末以降の改革開

放経済政策への方向転換である。前者によって少数民族の伝統的な宗教や儀礼

などの精神文化は，回復でさないほどの手酷い打幣を受け、各少数民族は自己

のアイデンテイティ確立に深刻な影郭を被っている。また後者による影聘は、

まず人民公社制度にその役割の終焉をもたらし、それに代って農家生産請負沢

任制（家庭聯産承包責任制）とその受けllllとなる市場経済の整備を促している。

市場経済の発達は、通信交通網の整備と不即不離の関係で進行し、かつての僻

地寒村地帯にも国あるいは省以下の各級政府の典業技術指祁が容易に伝逹実施

されるようになっていったc その結果、これまでの伝統的な農法、各種作物の

在来品種、および在来農具に大きな変化が生じてきている。

西南中国地方は、ここに多くの民族が錯綜して棲み分け、一種の新旧文化の

吹きだまり現象を呈し、文化史的にもはなはだ興味深い地域である。たとえばt

崖代の「南詔図巻］ （南詔は崖代に裳南大理に都したチベット＝ビルマ族系の王

国）に描かれた二牛拍栢式の枠型黎タイプの惣は、今日でも雲南麗江地区の納

西族の間で用いられており、また四川眠江．l:.流域の梵族が用いている梨は、唐

代に1侠西関中盆地まで伝播浸透したインド鍬を努棉とさせる〔渡部 1989、同

1999)。このような事実や•I胄報は、実地調査を行なってみて、はじめて外部に

もたらされたのである。椴械化された最新式農具の導入はニュースになるか、

見慣れた「農の風景」の中での在来農具は、なかなか記録されずに見過ごされ

てしまうものであふ実際、中国研究者自身による中国在来農具の体系的な調

査研究は、きわめて少ない。疾風怒涛のように押し寄せている改革開放経済の

趨勢の下では、とくにこの種の調査が急がれる。今回 (1999年4月～ 5月）、

共同調壺対象地として，外国人にはまだ開放されていない匝南中国の一角壇今

江地区」を選定し、私は主として土家（トゥチャ）族と苗族の牒具を記録する

ことに努めtシなお調査資金に関しては、平成 9年度三菱財団人文科学研究助

成金（研究題目は「中国西南地方諸民族の伝統技術と物質文化の研究」 3年間
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継続、代表者渡部武）の恩恵を蒙った。本稿は、 その成果報告の一部である。

1. 齢江地区の概要

地図（図1)を見ると、吟江地区は重疫の東南部に在って、郡（湖北）・湘（湖

南）・幣（貴州）の3省に嵌入したような形で位置している。 総面積は1万

6936k乱。 元来、爵江地区は行政的に四川省に属していたが、 1997年 3 月 14 日の

図 1 盛江地区概略図（「重疫地図illt」成都地図出版社、 1998年刊、pp. 7-8所収図を増補）
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第8期全国人民代表大会第 5次会議の決定により、新たに分離成立した重疫直

轄市（直結市は省に匹敵する特別市。霞慶は北京・天津・上海に次ぐ第 4の直

轄市）に所屈している。従来、四川の東南部に位置していた関係上、一般的に

は「川東南地方」という呼称で親しまれていたが、重疫直轄市に緬入された今

日では、この呼称はいささか使いにくくなってしまった。この齢江地区には、

石柱土家族自治県・§多水苗族土家族自治県・齢江土家族苗族自治県・酉陽土家

族苗族自治県・秀山土家族苗族自治県の 5つの自治県があり、いずれも1983年

から84年にかけて国務院の批准を経て成立した。これらの自治県の成立が晩れ

た主な理由は、民族識別工作の箔手が後発で、近年になってその作業がようや

く完了したためである。

1990年に実施された人ロセンサスによると、これら 5つの自治県の人口総数

は約270万人で、うち漢族は126万人、非漠族の各少数民族は144万人である。

両者の百分比は、漢族が47%、非漢族が53％で、後者の方が若干多い。また非

漢族の各少数民族の内訳は、以下のとおりである。土家族104万人、苗族39万人、

蒙古族1900人、回族900人、そして人口100人以下の少数民族として、壮（チワ

ン）族・京（キン）族・満族・個（トン）族・布依（プイ）族・蔵族・黎（リー）

族・白族・ウイグル族•朝鮮族•発族・瑶（ヤオ）族・葬族などを列挙するこ

とができる。酔江地区で圧倒的に多い非漢族は、土家族と苗族ということにな

る。しかし、実際に現地で開き取り調査をすると、両少数民族間の通婚はごく

普通に行なわれ、しかも解放後、土家族と苗族との両親の間に生まれた子供の

族系申告は、その両視の自由裁紙に任され、例えば、兄弟姉妹間で兄は土家族、

妹は苗族などといったケースも生じている。したがって、民族別の戸数統計を

とることは、きわめて困難であろう。

吟江地区の苗族の族源は、古代の長江中流域の湖南・湖北・江西地方にいた

九黎や三苗にあると言われている。それに対して、この地区の土家族の族源に

は諸説があってはっきりとせず、以下の 3つの説に整理できる〔顔 1993〕。

①土家族は古代巴人の後裔である。（古代の四川地方には、重炭を中心に巴

国が、また成都を中心に蜀国がそれぞれあり、いずれも戦国期に映西の秦国に
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よって滅ぼされた。）

②湖南・湖北•四川・貴州の隣接地帯の土着民（その主体は「百裸」あるい

は「！僕人」と呼ばれる族群）および以後にこの地域に流入してきた巴人、漢人、

その他の民族が跛合して成った。

③土家族の族源は唐代中葉の烏蛮にもとめられ、貴州経由で遷って来た。

齢江地区は主として標高1000-1200mの中低山からなっているにもかかわら

ず、陸路は薬研の形をなしている峡道が圧倒的に多く、旧時代における人の移

動と物資の運搬は、むしろ河川交通を利用した方がはるかに便利であった。民

族の遷徒のルートも水系に対応しており、①と③は貴州方面から北流してi音陵

（中国最大のザーサイの産地）で長江に合流する烏江水系が対応し、他方、②

は酉陽・秀山を貰流して湖南省の玩江に合流する酉水が対応する。後者の酉水

は、その下流の玩江を下ると洞庭湖に達し、そこから長江の中流域に容易に出

ることができる。明消時代には、江西方面の商人がこの酉水系の水巡路を利用

して多く入り込み、酉賜県の龍淵（消末民初の建築群を残す永勝街〔通称は老

街〕は、世界文化姻産の指定を受けた雲南罷江の四方街に匹敵する）のような

港町の繁栄をもたらしている。

土家族の族源の不明瞭さは、彼らの話す土家語においても言えることで、未

分類もしくは孤立した言語の範賭に位骰づけられ、一部の言語学者はチベット

＝ビルマ系言語と判断している〔ラムゼイ 1990,p.363〕。この語族としては、

もっとも東北に伸張したグループになる。ただし、新中国の漠語普通話教育の

普及徹底により、土家語を話せる人びとの数は激減し、今では一部の高齢者に

限られるようになってきている。

文献史料によると、唐末五代の川東南、湘西北、郡西南、階東北の著姓（豪

族）に「六大姓」がある。すなわち、彰・向•田・翠・再・馬の六姓がそれで、

その中で田氏と再氏の活躍は、漢代および魏晋南北朝時代まで遡って確認でき、

また元～清代の当該地域の土司もこの六大姓から輩出している。現在の土家族

の姓にも上記の六姓が多いので、幣江地区の土家族の居住の歴史は、新たに流

入する諸民族を取り込みながらも連綿と続いてきたと判断できる。
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中国歴代王朝の中央政府は、匝轄支配できない異民族地幣に対して、王朝の

法令を適用せず彼ら自身の一定の自治を認めた「蛮夷を以て蛮夷を治める」、

いわゆる覇緊制度を導入して間接統治を実施した。この方式は元～消時代の土

司制度においても継承され、中央政府は異民族のリーダーに特別の官職とそれ

を証明する辞令を授け、「土官（土司）を以て土民を治め」させ、中華世界の

外層部の構成メンバーとした。しかし、齢江一帯の土司支配地区に対して、消

朝中期の碓正 4 (1726)年から13(1735)年の問に改土帰流が実施され、従来

の土司・土官は、王朝の正式官吏（これを流官と称する）に任命され、中央の

法令に基づいて土民の戸籍作成、検地、税税の査定などを行なうー地方官に組

み込まれていった。こうして消朝による直轄支配の傘下に入ったのである。

土家族の「土家」とは、本地の人を意味する土家語の「畢翠ヤ（ビッカー）」

に由来し、これは外部から流入してくる漢族に対する呼称「肌白＊ （パカー）」（外

来の人の意）、つまり漢語訳の「客家」に対応する。つし只でに述べておくと、

苗族は土家語で「白+ （バイカー）」と称し、隣居の人を滋味する〔頷

1993,p.35〕。明消時代、ことに改土帰流以後、「蛮は境を出でず、漢は洞に入

らず」（洞は銅とも表記し、村落の里に相当。写其 1参照）の原則が崩れ、多

くの漢人の入植者や商人や流入してきた。漢人入植者が四川地方にもたらした

トウモロコシ（包穀、庖殻）、ジャガイモ（洋芋）およびサツマイモ（紅薯。

齢江地区では一般的に紅苔〔ホンテイアオ〕と称する）は、米を補う雑根作物

として急速に普及し、山畑造成に拍車をかけていった〔孫 1997,pp. 62-63〕。

また解放前までの弊江地区の重要商品作物に、漆・ケシ（阿片採取用）・タバ

コ・カラムシ・ iIll桐があり、池桐の実を搾って得た桐油は、化学途料が普及す

る以前には圧倒的な需要を誇り、秀山県地方の桐袖は「秀袖」として名高く、

酉水経由で漢口に、階江県方而の桐油は烏江経由でi音陵にそれぞれ巡錯されて

いった。 i音陵では「上塩下iIll」（上りの荷は塩で、下りの荷は桐池）という四

字句表現があったほどである〔曾 1940,p.25〕゚

解放前の開江地区はきわめて治安が不安定であった。民国zz(1933)年にこ

の地域を視察した軍属の甘明蜀の『酉属視察記」によると、当地方は中央政府
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写真 1 洞（網）と称される娯観。ちょうど 1村落が形成できるほどの谷間の小空間に、

梯田と畑がみこ‘とに拓かれている（馬剛鎖から銅西郷に向かう途中にて撮影）。

の威光が届かず郷紳によって搬断され、しかも土匪が跛厖し、人ぴとは士匪の

禍から家族の身の安全と財産の保全を確保するため、家族の 1人を土匪のメン

バーに差し出すのが普通であったという。教育水準も全国水準と比べたら低く、

調査協力者の饒昆明氏（際江開発区外事塀公室勤務、小説家でもある）から、

当地方に伝わる諺「生まれた子供に学校教育はいらぬ。爵（賠江）．彰（彰水）．

酉（酉陽）・秀（秀山）を一巡りさせれば匪間に学ぶ」を教えられた。現在で

ば情況は改普されつつあるが、やはり「脱貧致富」（貧困より脱し、生活を豊

かにする）は、監江地区の人びとの最大の目標である。

以上が幣江地区の歴史地理的概略である。それでは、以下、当該地区のいく

つかの典型的な土家族の村の農業生活と農具について述べることにしよう。

2. 馬囀鎮蓮花村六組の暮らしと農具

調査に同行してくれた彩林緒氏（齢江開発区民族研究所所長）は、長年にわ
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たって蟄江地区土家族の民俗調査に従事し、当地方の隅ずみまで熟知しておら

れる専門家である。彰氏が、まずわれわれに訪れることを煎めたのは、際江県

東部の馬剛鎮の典型的な山地土家族の村である。その名は蓮花村六組。六組は

人民公社時代の生産隊に相当し、鋲政府のある街追（標高800m)からややは

ずれた標高1195mの小高い山中に所在する。山地は畑として利用され、耕土陪

は薄く、そのすぐ下は石灰岩の岩盤である。戸数27戸、人口123人（男67人、

女56人）、王・鳴・黄・謝・田・何の 6姓があり、すべて土家族で、王姓と嗚

姓の一部の人ぴとは、広西から移住した伝承を有する。当地の土家族は、一般

的に 1つの院子（中庭、穀物の調製作業などを行なう作業場でもある）を中心

に4軒 lグループの血縁的隣組を構成する。われわれは、 6軒からなる地底院

子（地底は小字名）を訪れ、院子の南側に住む王元海氏 (34歳、金洞郷副郷長）

から村の情報を聴取した。

それによると、六組全体の耕地および植栽作物などの内訳は以下のとおり。

水田 33習阻畝（現行の丈絨畝である市畝に換鈴すると ll2畝。 1市畝は約

6. 7a）、山下の塙子（平地）に所在、ウルチ90%、モチゴメ 10％の割合

で栽培。在来品種はほとんどなく雑交種（優85• ill!優46・ 2優46などの

ハイプリッド）が主。モチゴメに「大栢」という老品種あり。ウルチは

1期作で、畝産 (I市畝当りの収蔽）は籾550kg（精白すると30％減）。

畑（旱地） 96習恨畝（約350市畝）、山地に所在。主としてトウモロコシ（玉

米、畝産350kg)・ジャガイモ（馬鈴薯、畝産1500kg)・サツマイモ（紅署、

畝産1500-ZOOOkg)・小麦（畝産200kg)・大麦（栽培は少ない、畝産

150kg)・油菜（菜種池採取用、当地方では羅荷つまりダイコンを油菜と

称している。種子の畝産は150kg)・大豆（黄豆、畝産100kg)などを栽培。

トウモロコシと小麦、 トウモロコシとサツマイモの組み合わせで、それ

ぞれ間作（套種）を行なう。

山林 300市畝。内訳は自留林（経済林とも称する） 120市畝、集体林（共有林）

180市畝。媒体林には、広葉杉・黄柏・厚朴．杜仲などを植林し、自由
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林と旱地には、主としてナシ・ミカン・スモモおよびクリやクルミを栽

培する。

家畜 黄牛24頭（水牛は無し）、豚120頭、山羊20頭（前年に100頭売却）、ニワ

トリ約300羽、犬3頭。

耕地面積の賀間に対して、市畝（丈批畝）単位でなく旧来の習I贋畝単位をも

って回答があったのは、解放以後ならびに人民公社制度埒入以前の土地改革処

理となんらかの関係があるのかもしれない。条令などで新しい度餓衡を施行し

ても、実生活に根ざした恨行はなかなか改められないものである。畑地でのト

ウモロコシと小麦の間作（套種）は、重艇よりこの爵江地区一帯にかけて行な

われ、誘異的な普及率である（写真 2)。またトウモロコシ・タバコなどの種

子は、特別に肥料を配合した小土塊中に埋め込み、これをマルチ栽培する。こ

の方式を「肥球式」と称する（写哀 3)。苗が10cmほど生長した段階で畑に移

植するのである。これも当該地区では広く普及している。

つぎに、年間の農作業のスケジュールは以下のとおりである。各月の記事は

写真2 トウモロコシと小麦の間作。トウモロコシの植栽間隔は、小麦収穫後を考應し

てある（i音陵と長寿の間の金銀郷にて）。
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写真 3 肥球方式で育てられた苗。この方式はタバコ・トウモロコシなどに採用されて

いる（馬瑚鎮桃源村にて）。

農暦（旧暦）で示してある。

[ 1月】親戚・友人の家を年始回りする。惣および鋤頭（幅の狭い条鋤。鍬）

を用いで畑地を翻土する。この控地（ワーデイ）作業は随時行なうが、

「逢耗日」（悪い日取り意）の日は避ける。農諺に「逢戊日、不動土（戊

の日に逢わば、土を動かさず）」とある。なお播種の禁忌日を「不播種」

と称し、この日は播種は不可であるが、控地は支障ない。薪を刈る。

ジャガイモ（土豆）の植付け。

[ 2月】農l梨1期。このころ各戸から各 1人、互いに誘い合って長期出稼ぎに行

く。行き先は沿岸地区・広東・武漢•新盟など。条鋤と旅を用いて畑

地の整地、サツマイモ（紅瑚）のマルチによる苗栽培、 トウモロコシ

の肥球式苗栽培などを行なう。

[ 3月】農繁期に入る。苗代を掠え稲靱を播く。水田を耕す (3黎 3把、ただ

し冬水田の場合は 1惣 3把）。稲苗の第 1回目移植（寄秋）。 12月に播
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種したタバコの仮植え。蕗鋤（さらい鍬）を用いてジャガイモの管理。

トウモロコシの移植。米豆の播種。

【4月］稲の第 2回目の移植（栽秋。日本の田植えに相当）、以前は開秩面（サ

ビラキ）の儀礼が有ったが今はない。条鋤を用いてのタバコ・サツマ

イモの移植、鋸鎌を用いての小麦・湘菜の収穫。

【5月］各作物（水稲・タバコ・トウモロコシ・サツマイモなど）への施肥、

中耕除草作業（水田の除草は、一、二番草は手で行ない、その後の除

草は脚で踏み込む。』[IIIは蕗鋤を使用）。小型の条鋤を用いてジャガイ

モの収穫。

【6月】 5月と同様に管理作業が主。薪刈りを行なう。

[ 7月】特に農作業多し。大豆・トウモロコシ・米豆の収穫。裔麦（花甜・甜

詐と称する。ダッタン甜麦である苦裔はあまり作らない）および大根・

白菜などの各種説菜の播種。タバコの葉の収穫、収穫後すぐに乾燥小

屋で乾燥、燃料は石炭を用いる。

Is月］引き続きタバコの葉の乾燥作業を行なう。これが主たる現金収入作物。

水稲・落花生の収穫。

I 9月］サツマイモの収穫。袖菜（水稲の後地の一部を使用） ・小麦・エンド

ウ・ソラマメ（胡豆）の播種。

[10月】 9月に播種した作物の管理。薪刈り。

【 11月】冬を迎えるための準備。水田の畔•水ロ・水路の修理。旱地の除草と

除石。

【12月】黎および条鋤を用いて旱地の翻地 (l月のジャガイモ植付け地用）。

小麦・袖菜畑の中耕・追肥作業。タバコの種子をマルチ苗床に播く。

豚を屠殺して猪膳（一種の煎製ハム）を製造する。豚の屠殺は専門の

殺猪匠（屠夫とも称す）が行なう。正月用品（年貨）を購入し、正月

の準備を行なう。

迎花村六組の殷業生産の基本は、塙子の水田での稲作と山地の畑でのトウモ
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ロコシなどの雑狼栽培である。この情況は、百年前に絹築された『監江県志J

(1894年刊）の記事「民は稲米を食するの外、包穀（トウモロコシ）を大宗と

為し、兼ねて以て酒を醸す。貧富のもの利頼（便利で頼りになる）す。山野の

居民、多く稲薯（サツマイモ） ・洋芋（ジャガイモ）を種ゆ」の様子とさして

変るところがない。

この年間農事作業を間き取りして最も興味を覚えたのは、水稲の 2回にわた

る移植である。 3月に苗代で播種育成した10cmほどの苗をいったん抜いて、水

田の若干区画中に短冊状に移植していくのである。これを「寄秋（ジーヤン）」

と称する（写真 4)。そして 4月に入って第 2回目の移植、いわゆる田植えで

ある「栽秩（ザイヤン）」を実施する。われわれは車で移動中、開江地区のい

たるところでこの恨行を目漿した。この農作阻行が一1本いつ頃から開始された

のか、その利点はどこにあるのかは未確認である。もしきわめて古い恨行とし

たならば、四川省内から多く出土する後漢時代 (2冊紀）のI波塘稲田模型（例

えば新津県出土の陶製水田模型）における、田面中の稲を植栽した表徴である

点々の疎密の区別に一定の解釈を与えることができそうである。

田植え前の水田の整備は、通常「 3惣 3把」が標準である（写真 5,6)。冬

写真4 第1回目の稲の移植「寄秩」（蛍江県銅西郷にて）。
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写真 5 水田用依（水他）による水田の耕起（馬測鎖金洞郷にて）。

写真6 紗把（鉄把）を用いての整地作業（酉陽県大渓区可逹村にて）。

水田は 11忽3把（もしくは 2黎 2把）で、他田・把田作業の回数が省略できる

のは、収穫を終えた水田に溜めていた水の働きで、土壊が柔らかくなっている

ためである。この冬水田は、水がかりの悪い四川省の山間部に広く行なわれて
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きた伝統的方式で、一面では農作業の軽減をもたらす便利さはあるが、一面で

は水田の裏作有効利用ができない欠点をかかえている。したがって、近年では

泄漑用施設の整備が進むにつれて、冬水田はしだいに減少し田畑輪換が増加し

ている。

水田を耕起する惚（鐸口）を水黎と称し、畑を耕起する旱黎と区別している。

蓮花村六組では連日の雨にたたられ、塙子の水田作業のために巡び出されてい

った水悌を見ることができず、旱黎のみ計測記録した。しかし、その後の調査

で水・旱両黎の本体基本構造部は共通で、鉄製摯先のみ相遥することを確認し

た（図 2-6)。その点については、次節で説明する。

水田の整地用具である把（マグワ）は、いわゆる「紗把」である。雲南省西

双版納地方の紗杷は、歯部が堅木でこしらえられているが、ここのものは鉄製

で、それゆえに「鉄把」とも称されている（図 7,8)。なお当村では畑の整地

作業に蹂把を使用していない。

田畑の耕起や中耕などに用いられる鍬類は 3種類ある。第 1は、幅の狭い打

ち鍬の控鋤（ワーチュ）で、華北地方の条鋤に相当する（図 9）。ただし土壊

l
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図2 馬瑚飢蓮花村六組で使用されている畑用依（旱依）。開江地区では梨のことを鋳

ロ（ホワコウ）と称する。各部位の名称は以下のとおり。黎先（この部分も錐口

と称する）を結滸している柱：依柱、依床：黎底、ナガ工：紹戟、シリカセ：打

脚木、クビキ：担架。娩畜は水牛もしくは黄牛の 1頭曳き。依先の値段は30元（渡

部作図、以下同様）。
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図3 馬刷鎖で使用されている水田用依（水愁）。依柱と砲戟の樹種は岩桑を使用。

図4 馬刷鎖金洞郷で使用されている水田用依。依先の重祉は10市斤 (5kg)、値段は35

元。
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酉賜県銅西郷桃波村で使用されている坪。この仰先は畑用であるが水田にも兼用
する。陽暦 4月初に第 1回目の埜田作業を行ない、 5月までに 3依 3把を終了す
る。 f笥戟の樹種は柏樹で、柏香とも称しヒノキの一種である。
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酉閣県大渓区可達村の苗族が使用している水田用黎。当地は苗族と土家族か雑居、
通婚しているので土家族も同様の他を使用している。黎柱を岱箭、シリカセを牛
架担と称し、黎先（田鐸口）の重最は 8市斤 (4kg)、値段は12元である。
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図7 土家族が一般に用いている水田用の紗把（鉄把とも称す）。歯部は鉄製、その他

の部分は木製（材は雑木）である。

,
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＼日

図8 酉賜県大渓区可逹村で使用されている水田用紗杷。把手部分以外はすべて鉄で造

られており、値段は50元。
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図9 幣江地区で最もよく使用されている控鋤。華北地方で言うところの条鋤、鋤頭に

相当する（酉陽県銅西郷桃披村にて記録）。

が石混じりなので、刃部の鉄は肉原で先端にV字の切れ込みがあって、きわめ

て堅牢にできている。材料は鉄道のレールの継ぎ手などのスクラップの再利用

である。幅広の打ち鍬である板鋤は、以後の調査においてもほとんど見かけず、

これは蝶質土坑に関係があるからであろう。第 2は、さらい鍬である蕗鋤（ハ

オチュ） （図10)。そして第 3は、堆肥の掻き出し、畔塗りなどに用いる四つ鍬

の釘把（ティンバー） （図11)。そのほか菜園の手入れやジャガイモノなどを掘

り起こすのに用いる、柄の短な小型の控鋤（ガウチョウと呼ばれており、たぶ

ん鏑鋤と漢字表記するのであろう）がある。

収穫・脱穀・調製農共としては以下のものがある。稲および小麦の収穫には

鋸鎌を、またその脱穀には連枷（連蓋とも称す。カラザオ）、穀斗（禾斗、斗、

打斗とも称す）をそれぞの使用する。穀斗は子供を 2、3人収容できるほどの

大きさで、斗桝状を呈している。収穫現場まで搬入して用いる関係上、なるべ

く軽い材質の杉や桐材で造られる。底には田面を滑らすための 2本の楢材が装
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図10 さらい鍬である磁鋤。主として中耕に用いられる（馬囀鎖迎花村六組にて記録）。
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図11 堆肥の掻き出しや水田の呻塗りに使用される釘把（酉賜県銅西郷桃披村にて記

録）。



渡部：西南中国防江地区土家（トゥチャ）族牒具採訪録 113 

着され、また緑に穀物の穂を打ちつけて脱穀するので、その損耗防止のため四

辺の縁上に竹材が釘付けされてある（写真 7)。私自身、このタイプの脱穀槽

を長江中流域でよく見かけたことがある。脱穀した穀物の選別には風車（いわ

ゆる唐箕）が用いられ、たいてい］軒に 1台保有し、発注者の材料持ちで専門

の大工に造らせ、 1台の値段は約130元 (1元＝14日本円）である（写真 8)。

棟摺り用の聾子（土臼）は具えておらず（次の訪問先の金洞郷で使用を確認）、

また精米用の碓（踏み臼）は豚の飼料粉砕用に転用されており、たぶん、この

調製作業は鎖の加工業者に依託しているのであろう。トウモロコシなどを挽き

割る石磨 (2タイプあり）、それに餅揚き用の杷槽（石臼）と杷根（竪杵）は、

どの家でも欠かせない必需用具である（写真 9)。

そのほか薪伐採用鈍、運搬用の甑、天秤、 Y字形の樹木を横棒で連結した「馬

架（マージャ）」、粽椙の繊維で招えた雨具の蓑などがある。とりわけ馬架は、

道路事情の悪い山間部ならではの運搬具である（写真10)。

写真7 稲や麦の脱穀用梢である穀斗を用いて菜種の種子を脚で脱穀する（秀山県消渓

鋲花鳳郷にて）。
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写真 8 穀物の枇や雑物を風選する1哲箕（風車）。各牒家は必ず］台を保有している（酉

陽県銅西郷桃披村にて）。

写真9 トウモロコシなどを挽き割るための石磨（馬剛鎖桃源村にて）。
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写真10 山地用遥搬具である馬架（馬剛鋲蓮花村六糾にて）。

3. 金洞郷峡口塙の黎先造り職人

馬痢鎖滞在中の 4月27日、すぐ南に位岡する金洞郷（標高575m)の依先造

り鍛冶を取材した。これまでの西南中国の各地方の牒具調査において、私は多

くの黎を記録してきたが、弊江地区における紹は、まったく異なる初めて見る

タイプの惣であった。雲南省内の依を詳細に調べあげた手紹亭氏の報告書にも、

このタイプの像は見られない〔手 1996〕。通常、西南中国の各種の黎は、中国

伝統幣の主流である枠型依タイプが多い。ところが齢江地区の数は枠型黎では

なく、本体は黎柱・惣底・紹戟から構成される短床曲戟依なのである。小型で

ずんぐりとして頑丈にできており、戦畜は黄牛もしくは水牛の 1頭曳きである。
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小回りがきくので山地斜面で威力を発揮し、山地抱の範賭に入れることができ

る。

埜先を専門に鋳造する李克銀氏（土家族、 71歳）は、金洞郷升旗村一組に居

住する。この一組の土地を俗に峡口塙と称し、その名のとおり谷間の小平地で、

わずかばかりの水田が拓かれている。李氏の家は代だい黎先の鋳造を行なって

きており、現在使用している鋳造用の石造（砂岩を使用）は百年ほど経ている

というから、少なくとも 3,4代にわたってこの職業に従事してきたことは確

実である。

黎先の鋳造作業は中庭で行なう。軒下に中華鍋大の小型炉（写具11)、中庭

の中央に小型焼却炉大の中型炉が各 1甚あり、納辰の中には鋳造の際に用いる

石氾（上型と下型とで 1セット）が8セット (1セットは上型欠）整然と並べ

られ（写真12)、その隣室には鋳造の材料である破損あるいは磨耗して使えな

くなった農具類が積み上げられてあった。

雲南西双版納地方で見た鋳造型ば枯土泡であったが、石造との特徴の追いは

どのあたりにあるのであろうか。さいわいなことに調査隊員の中に冶金技術史

の専門家朝岡康二氏（国立歴史民俗1導物館教授）が加わっていたので、以下の

写真11 仰先鋳造用の小型炉の操作方法を教えてくれる李克銀氏（金洞郷にて）。
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写真12 紹先鋳造用の石疱と埜先。石苑は砂岩を彫って造る（金洞郷にて）。

ような説明を受けることができた。

鋳造用の粘土苑は、まず原形を造ってそれをコピーするので、鋳造された製

品は全く同一のものができる。石苑の場合、型を 1つずつ彫って掠えるので、

でき上がった型はどれ 1つとして同じものはない。したがって 8セットの石疱

があれば、 8種類の黎先が鋳造されることになる。李氏の語るところによると、

畑用の旱黎の石苑は、製品が3.5-5 kgの範囲内に、また水田用の水惣の石苑は、

製品が4-5.5kgの範囲内に鋳上がればよいとのこと。換言するならば、たと

え石疸を彫る技術に熟達していても、規定の重倣の惣先に鋳上がるようにビタ

リと彫り上げることが困難であった証拠である。また粘土苑には耐火性に限界

があるので、 1セットの型でいくつもの製品を鋳造することはできない。そこ

で型の外側をしつかりと作って、内側の部分を交換できる素材にしてやるので

ある。それに対して石苑は耐火性に富み、何回でも使える利点がある。また石

疱で鋳造した製品は、粘土疱に比べて流し込まれた鉄がゆっくりと冷めていく

ので、結晶がうまく成長し製品の堅牢性が増す。

つぎに 2種類の炉についてであるが、小型炉は従来より使用してきたもので、
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中型炉は 2年前に群入された。これらの炉に要する労働力は、小型炉が碗・炉・

石苑担当者各 1人の合計 3人、中型炉は合計 8人必要とされる。鉄材の熔解の

手順は、炉にスクラップ鉄と燃料の石炭を交互に積み、碗（径30cmほどの樹木

の胴を斜lり抜いたタイプ）から送風鉄管・羽口を通じて送風し、熔融した鉄を

柄付きの鉄製容器で受け、これを石苑に流し込むのである。石苑の鋳造面には、

あらかじめ包穀酒（トウモロコシ製蒸留酒。若干の水を加える）に木炭粉を溶

かした液を塗っておく。 1回熔融して 2個分の黎先を鋳造できる。それに対し

て中型炉の場合、連続して10個以上の鋳造が可能である。そのため特に多くの

注文がない限り、中型炉は稼働させていない。

さきに黎先には旱黎と水像の区別があると述べておいたが、具体的な違いは

前者の紹先面は単なる曲面を呈しているに過ぎないが、後者の惚先は旅冠を 1..。
段（あるいは 2段）重ねたような隆起とくぴれを有している。また時には先端

に黎尖（リージェン）と称せられるキャップを装着することがある（写真13)。

雲南西双版納地方の水田用惣先には表面に 3本の突起があり、その機能は土壊

写真13 水田用の黎先。節くれ立ったくびれがあり、このくぴれが粘着した土坑をほぐ

し浴とす。さらに先端に幣尖というキャップを装滸してその機能を増強する（馬

剛鎮桃源村にて）。
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翻転の際、粘滸した土をほぐれやすくするためである。当地の水黎の隆起とく．． 
びれにも、やはりそのような役割がある（写真14)。

鍬類や鎌などを製造する鍛冶屋は、 1村に必ず 1軒はあるが（写真15,16)、

仰先を製造する鍛冶屋はそれほど多くはなく、 1軒でかなり広域の需要をまか

なっている。また、朝岡氏の指摘によると、古い鍛冶作業場の遺跡が考古発見

されると、それが小規模で粗放な製鉄工房の跡と見なされがちであるが、この

ようなスクラップを再生利用する鋳造工房の存在をも考慮してみる必要がある

とのこと。インゴットにした鉄塊を用いたのでは、この小規模炉での熔融は困

難で、スクラップ鉄を用いて、はじめてうまく操業できるのである。農具調査

の際、われわれはスクラップ鉄のリサイクル範囲にも留意しなければならない。

ところで幣江地区で広く使用されている山地飽「鐸口（ホワコウ）」は、いつ、

どこから伝えられて来たのであろうか。この点について、若干の報告粛記事か

ら補っておきたい。

1987年から数年間にわたって酉水地区を総合民俗調査した李紹明氏らの報告

害によると、牛耕のi鉢入は消代中期の改土帰流以後で、当地の似は「漢族の農

写真14 水田用依（右）と畑用依（左）の衷表。値段は各15元。この写真は省境の洪安

対岸の湖南省溢門村の雑貨店で撮影した。
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写真15 馬剛鎖の農具鍛冶。太い丸太を朔1り抜いたタイプの細は、雲南から当地方にか

けて広く分布している。

写真16 馬刷鎮金洞郷の定期市で売られていた各種牒具。前列左は蕗鋤 (13元）、その

右は控鋤 (13元）、後列中央の三角形状の農具は水田用依先に装滸する補助金

具の惣尖 (6元）、その右は小鍬の鏑鋤 (4元）。
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民が使用している江東式の黎と類似している」と解説している〔李

1993,p. 264〕。江東は江左とも称し江南地方の別称である。通常よく知られて

いる江東黎とは、元朝時代の『王禎農書』の挿絵に見られる惣で、これは枠型

黎であり幣江地区の黎とは大いに異なる。類似した幣は貴州省の監東南苗族個

族自治州において見られ、黄平の祖正礼と旧州の趙明梁両業者によって製造さ

れるものが最も有名で、年間生産数は 1万余個、彼らの祖籍は四川で、 5代に

わたってこの職業に従事している。また天柱県藍田塞頭の孫再前も代だい黎先

の鋳造を業とし、三角風・一塊瓦・禾米雑・整鋒（型江地区の旱摯に相当）．

両節鋒（同じく水黎に相当），鶏嘴・鴨嘴など各種のタイプの岱先を年間 2万

個も製造して、当地はもとより広西・湖南方面にまで出荷している〔楊

1992,p.13〕。つまりマイナーな惣先鍛冶が各地方の多様な黎を製造すること

によって、販路を他省までのばし企業家にまで成長しているのである。階江地

区の黎の伝来問題は、烏江ー長江上流沿いもしくは酉水—i元江ー長江中流沿い

地域を調査してみなければ、明確な結論は得られまい。それは今後の調査課題

でもある。

4. 水厭のある桃披村

彩林緒氏が推奨した第 2の地区は、酉賜県のほぼ中央部に位骰する銅西郷で

ある。舗装路が完備した銅鼓郷までは順調なドライプであったが、連日の降雨

の後だったので、その先の泥淳路は如何ともしがたく、ついに営林署の大型ト

ラックの支援を得ることになった。

六朝時代の志怪小説に、道に迷って渓流を遡っていくと、たどり着いたのが

常春の桃源郷であった話があるが、銅西郷はまさに志怪小説に語られているよ

うな娯観を呈し、険しい石灰岩の渓谷沿いの道を上りきって 1つの洞窟を抜け

たとたん、三盆塙の銅西郷の集落が視野に飛び込んできた。陶淵明の表現を借

りるならば、「諮然開朗」として視界が広がったとでも言えよう。銅西郷は烏

江の支流水系の小盆地世界である。標高は435m、4月29日早朝 7時半の気温
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は摂氏14度、湿度は80%、川の両岸に水田がよく拓かれている。

銅西郷の中心部から支流沿いに車と徒歩で約 1時間行ったところに、土家族

の桃披村三組がある。三組の西側には桃披河が流れ、その両岸にわずかばかり

の水田と畑がある。このあたりの岩山は砂岩から成っており、典型的な漢代の

崖磁 2基を目漿した。四川大学の在魏教授（専門は考古学）は、興蒋の面持ち

で「未紹介の考古遺跡です」と語り、さっそく助手の王波君に指示して計測に

かかった。秦漠代の郡県支配と漢人の入植は、諮葬文化面でも大きな影評を及

ぼし、このような辺地においても、その痕跡を残しているのである。

桃披村三組は田姓が多い。彼らは広西・資州を経て当地にやって来たという。

農作業は前述の蓮花村六糾とほぽ同様である。水稲は 2回移植方式を採用し、

雑交種（ハイプリッド）ばかりで、畝産は500kg。小麦はトウモロコシ（ある

いは落花生やゴマ）と間作を行ない、畝産は200kg。稲麦は苦商（ダッタンソバ）

ばかりで、ジャガイモ・サッマイモもよく栽培している。ジャガイモはマルチ

方式（地膜式）を採用することによって、年間 2回 (5月と10~12月）収穫し

ている。主な説菜には以下のものがある。キャベツ・白菜・大根・脊菜，ニン

ジン・カボチャ・キウリ・ニラ・ニンニク・薪等（チシャ） •四季豆・エンド

ウ・ソラマメなど。また屈敷周りに柑橘類を植えている。

股具も従前の調査地とさして変らず、運搬具に若干特色があった。能を背負

ったまま小休止する時に用いる龍支え棒（タンバー、漢字表記すると担杷？）、

それに背負子である。また製粉用の水戦は、桃披河の流水をたくみに利用した

水力製粉機である。開江地区では、河谷と集落との間の比裔が小さく、川岸の

足場がさほど悪くなければ、この水艇は一般によく用いられてきた調製典具で

ある。しかし、近年各村むらに送霊され粛動式製粉機が普及するにつれて、こ

の水碩は姿を消しつつある。移動中に放菓された水戦の残骸を 2か所目撃した。

実際に稼働している水戦について、われわれは、この桃披河のものの外に、秀

山県清渓鎖龍鳳黄家園の事例 1件、計 2件を調査することができた（写具

17,18)。

水厭設置で最も苦労するのは、一定蔽の流水を水車まで禅きコントロールで
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写真17 水流を利用して稼動させる製粉機の水磨。水車の向う側に水絨を調節する堰が

あり、水車の回転迎動は石室内の竪軸歯車に伝えられ、地上の砒を回転させる

（銅西郷桃披村にて）。

写真18 補修を加えながら百年間も使用されてきた水戦（銅西郷桃披村にて）。
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きる水戦設箇場所の決定である。水力式農機具に異常な関心を寄せた元朝時代

の王禎は、水磨（水力式挽き臼）の解説の冒頭に「凡そ此の磨を置かんと欲さ

ば、必ずまさに用水の地所を選択すべし」（『農署」農器図譜集之十四）と述べ

ている。桃披河の水戦の場合、川岸の一部を造成して地下に石室をこしらえ、

この中で水車の車軸の先端の歯車と水硼の軸端の歯車とが噛み合い、動力が上

部の石砥に伝動されるようになっている。歯車（羊角）を介して地表に伝動さ

れた動力は、垂直軸に結束された石盤付き腕木を回転させ、環状溝中の小麦を

挽いていくのである。原理としては、薬研における手による薬研車の往復運動

を、水力による回転運動に代替したものと見なすことができよう。水車の輪板

が受ける流水は、一定水位搬を供給コントロールするため工夫が必要である。

その工夫とは、すこし上流から水車の設罷場所までの間、水中に石堤を築き水

位を高めて祁いてやることである。水車のすぐ手前には堰があり、水車を作動

させない時は、堰板を下ろして水流を遮断する。この石源は製粉用に 1年中使

用されており、 3時間で100kgの小麦を製粉できる。 1回転に要する時間は、

水車は約 8秒、水戦は約 7秒である。大雨が降って増水しても、数日で水位が

下がるので使用に大きな影押はない。この水戦は修理を加えながら、すでに百

年ほど使用してきたとのことである。しかし、福動式製粉機の尊入も間近にひ

かえ、この水砥の消滅も時間の問題であろう。

5. 酉水近辺の可達と打榜泰

齢江地区には、「洞」とならんで「渓」と付く地名が多い。やや詳しい道路

地図を見ると、小渓・柏渓・大干渓・小干渓・長渓・后渓など、いくらでも列

挙することができる。いずれも渓流に沿った場所を示す。四川方言で「渓」は

xiと発音せずに qiと発音する。 4月30日、われわれは酉水のほとりにある大

渓 (Daqi)に移動した。日本の山奥の温泉郷を思わせる町である。途中、家畜

の伝染病「口蹄疫」（牛・豚など多種類の偶蹄類をおかすウイルス性伝染病）

の汚染地帯を通過、われわれは車ごと消毒され、この大渓以後の訪問地域では、
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豚肉と牛肉料理の食事を自粛することにした。

彰林緒氏が第 3に推奨したのは、この酉賜県大渓区の可達（可大とも表記す

る）とその南の秀山県石堤区打榜泰のいずれかである。いずれかと選択肢を設

けたのは、雨が降ると可達への山道は車での通行は困難となり、また打榜泰ヘ

の舟運は欠航するからである。結果は、さいわいなことにどちらも訪問できた。

可達は大渓から車で約 1時間ほどのところにある。途中の渓谷の急斜面には、

石灰岩特有の雛培式地形を利用した誘嘆すべき石垣畑が拓かれ、水土流出（エ

ロージョン）に対抗する農民の営えいたる努力の蓄梢を観察できた。街道の三

叉路で湘ナンバーの大型トラックと擦れ違った。すぐ東は湖南省で、可達は湖

南との省境交易で活力を得てきた村なのである。村は河谷の底にあり、大きな

谷戸地形を成している。標高は400-500mの間であろう。土地も肥え低地には

水田、斜面には畑をそれぞれ拓いている。中心部の 2本の川が合流するする所

に古いどっしりとした家並の商店街がある。可達は土家族と苗族の混住する村

で、総人口は約1100人、土家族と苗族の比率は 7対 3である。耕地面積のデー

タは聴取できなかったが、主な作物の畝産は以下のとおり。水稲450kg、小麦

300kg、ジャガイモ（栽培面栢は少ない） 400-500kg、サツマイモ1500kg、 ト

ウモロコシ350kg、菜種200kg。水稲のウルチはすべて雑交種（ハイプリッド）

である。モチゴメには在来種の大稲米があるが、生長丈が高くなり、しかも倒

伏しやすいとのことである。またトウモロコシとサツマイモ・小麦・黄豆（大

豆） ・ジャガイモ・豆I豆（ササゲ）等いずれかの作物との間作、あるいは小麦

とタバコとの間作（套種）をそれぞれ行なっている。

この間作の普及指祁は、1978年の共産党の第11期 3中全会以後に強化された。

70年代末の酉陽県の場合、海抜320-960mの間の21郷中、 1年 2,3熟の耕地

は総面積の46.4％を占め、その中で海抜500m以下の郷村については、両熟（ニ

毛作）の水田は全水田の85.9%、2,3熟の畑地は全畑の70％をそれぞれ占め

ていた。また1981年度の統計によると、全県の 3熟制（多くは間作による）の

耕地面積は10万畝（約6700ha)で、根食作物栽培面積の20％を占めていると

のことである〔田 1986,p.77〕。現在では水利泄漑率の向上により、間作の比
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率も上昇しているはずである。

それから水稲栽培には、やはり寄秩方式を採用しているが、このほかに抱秩

（パオヤン）方式がある。抱狭とは投げ苗技術のことである。この技術は1996

年3月に採択され第 9次5か年計画（以下「九五計画」と略称）で、全国に普

及すべき10の重点農業技術の 1つに指定されている〔河原 1999,pp.193-196〕。

各県の典業技術普及センターの戦員が各村に指祁にあたっており、これまでの

われわれの取材では、農民の反応はいまひとつ不足している。可達でも1998年

より邸入されているが、この技術による田植え面積は少ないという。秀山県清

渓鎖で入手したタプロイド版新間 3月30日付け『秀山消息』に掲載された「水

稲槻秩栽培技術」によると、プラスチック製の育苗容器に化肥配合した土の装

填、投苗の方法、その後の管理などに至るまで詳細に解説されており、結論と

して次のように礼賛している。「拗秋は幾千年も行なわれてきた伝統的な田植

え方式を一変させ、農民の腰をHIIげて行なう田植えの難題を解決し、重労働の

度合いを軽減させた。そして水田の苗数を保証したばかりでなく、浅植えの問

題を根本的に解決できるようにし、水稲生産の労働軽減と安定増収をもたらし

た」。移動中さいわいなことに酉酬の西の巴交（地図によっては芭焦と表記）

という村で、槻秩作業の現場に遭遇した（写真19,20)。実際に投げ植えさせて

もらい、その後の除草問題を質問したところ、「苗間に足を踏み入れ難いので、

正条植えに比べてはるかに不便である」との返答を得た。またプラスチック育

苗器、化肥の購入などの設備・材料経費負担も槌秋の普及を鈍らせている一因

かもしれない。そもそも槻秩が九五計画の推進目標の 1つとなったは、近年の

耕）放経済娯気による農民の都市部への盲流現象が一因ではなかろうか。戦後、

日本の高度経済成長が農村部の出稼ぎ労働力によって達成されたように、中国

でも農村戸藉者の出稼ぎや都市部居住を条件付きで認めつつあり、そうした現

状を背景に、田植え時の労働力不足の解消手段として、槌秩が登場してきたの

ではなかろうか。なお付け加えておくならば、『王禎農杏』農器図譜集之十二

に舟上からの投け苗の文献初出記事が見られる。アイデアとしては案外と古い

のである。
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写真19 槌秋（投げ苗）をする子供たち (1999.5. 1．酉陽県巴交にて）。

写真20 掲秩の育苗用プラスチック容器と稲苗（酉陽県巴交にて）。
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可達の農具については、 1軒の農家（劉功鋭氏宅）に収蔵されているものを

すべて屋外に搬出し記録した（写真21)。農具の種類と形態は、基本的に従前

の村とさして変らず、水牛 1頭に曳かせるエブリ「栽秩把」のみが新たに出現

したので、この詳細計測図をこしらえた（図12)。

5月 1日、酉陽県大渓を離れ、秀山県の龍渾（標高270m)・清渓（標高375m)・ 

洪安（標高350m) まで南下し、ついでに湖南省と質J•li 省側にも足をのばし、

それぞれの土地の農具店を見学して歩いた。秀山県城（現在は城壁はない）は

「小成都」と呼ばれるだけあって工場や商店も多く、印南敏秀隊員（愛知大学

教授）はカメラ店で日本製のリチュウム霊池を補充することができた。また湖

南省に近づくにしたがって山容が優しくなり、洪安近くで見た梯田は芸術的で

もあった（写真22)。

5月5日、最後の調査地石堤区打榜泰を目指した。石堤では鵜飼漁も行なっ

ている情報を得ていたので、 8日まで石堤に宿泊所を定めることにした。北上

するにつれ、ふたたぴ山容は険しくなり、車は梅江河（邑梅水とも称す。酉水

写真21 可達村で使用されている各種農具。これは苗族のものであるが、可達では土家

族の苗族とは通婚関係にあり、しかも族系の選択が自由であるので、土家族の

股具と異なるところがない。
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図12 水田に用いられるエプリ「栽秩把」（可達村にて）。

写真22 見事に形成された梯田。もう少し南に行くと湖南省である（秀山県洪安への途

中にて）。
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の上流部を形成）沿いに未舗装の追を突っ走った。石堤は梅江河と北江の合流

点にあり、それより下流が酉水と呼ばれる。現在の石堤区は石堤・大渓•海洋·

里仁・保安の 5郷から成り〔李 1987,P.30〕、また人民公社時代、以下の 9つ

の生産大隊から成っていた。洋橋・上坪・猫岩（里仁とも称す）・高橋・大橋・

水塙・典河・街上・大龍。この中の街上が現在の石堤郷で、犯落は 5つの組（人

民公社時代の生産隊に相当）から構成され、第五組が近年陸上がりした漁業紺

で、彼らが細ぼそながら伝統的な鵜飼漁（放ち鵜による夜間漁）を行なってい

る。

石堤は河川の合流点という交通の要衝を占めているので、消代にはここに派

金局（商品通過税徴集所）が設置され、集荷された下り荷の桐袖および上り荷

の綿花に課税した。『秀山県志』 (1893年刊）に「酉水の舟懺通津（水運）は、

下水（下り）は袖を載せ、上運はみな木綿なり。他貨はいまだ百にーもなし。

咸豊の末 (1861年頃）、石隈に椛金局を箇き、秀湘・綿花を以て大宗と為し、

権旅（税徴集額）は万金に至る」（巻12、貨殖志）と記されている。往年の繁

栄は、上・中・下と 3つある内の下の船滸き場「下砥頭」の古びた石段に偲ぶ

ことができる。

打榜泰（『秀山県志』には打統泰と表記）は、下砥頭から動力船に乗って50

分を要し、北江のほとりにある小さな村である。正式には石堤区大渓郷関年村

と称する（写真23)。消代には川辺に桐i1!1を搾る油坊や立派な四合院の住宅が

あったが、民国期末に土匪の襲撃で焼かれ、解放後の大躍進期に現在の丘地に

移った。全 7組、人口568人、 114戸（ただし戸数に関しては第二糾の統計質料

を欠く）から成り、土家族と苗族が混住している。多い姓は杉・葛．楊・金の

4姓で、 15姓中の約50％を占める。全村の耕地面栢は、水田346.5畝、畑597畝、

山林は不詳。各狼食作物の畝産は以下のとおり（一組の葛玩如氏談）。水稲500kg、

トウモロコシ300kg、サツマイモ1500kg、ジャガイモ（年 2回収穫） 750kg、大

豆250kg。小麦はほとんど作らない。なおこの時期にilllに栽培されていた作物

は以下のとおり。トウモロコシ (20cmほどに生長）・サツマイモ（苗床にある

段階）・大豆・ジャガイモ（開花していた）・トウガラシ・キウリ・四季豆・豆I
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写真23 打榜楽の村の娯観。寄秋が完了したばかりの水田。その向う側は、これから田

植えを行なう水田。

豆・キャベツ（包心菜）・牛皮菜（芥菜のように大きく生長し、通常家畜の飼

料にするが食用にもなる）・カラムシ（繊維を採る）などである。

ここでも寄秩方式が採用されている。一組の場合、水田の30％を占める約30

畝が冬水田であるというので、その管理利用法を問うてみたところ、意外なこ

とに、次のような回答があった。「当地での冬水田の伝統は古く、一般に冬水

田は水利が便利なところに設けます。そうでなければ水を湛え続けることがで

きません。管理は、秋に稲を収穫した後に 1仰 1把をかけ、そして翌年の田植

え前に 2黎 2把をかけ、都合 3摯 3把の管理処理を行ないます。堅い土壌は 4

紹 4把というケースもあります。冬水田は依把作業の回数を減らす働きがあり

ますが、また水田投魚にも役立てられています。冬水田の湛水の水深は15-20cm

で、養魚のために水田の中央や端に適当な深みをこしらえ、鯉や草魚の魚苗（椎

魚）を放ちます。魚苗は秀11,で購入します。またアヒルも冬水田に放ちます。」

つまり、冬水田は稲の収穫以後、自然地下浸透および蒸発した分の水を絶えず

補給し続けなければならないのである。そのためこの土地の農民は、水利の良
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い水田を冬水田にすると表現したのである。

打榜泰三組には兄弟の鍛冶屋がいるが、ほとんどの農民は農具を石堤で購入

してくる（写真24)。農具の種類は、基本的にこれまでの調査地のものと変ら

なかった。しかし、若干の特色はあった。それは、扇形状のさらい鍬「麻鋤」

を、当地では月亮鋤もしくは扇子鋤と称し、さらい鍬と打ち鍬の中間タイプの

鍬を癖鋤と称していたことである。また、ここでは過去に桐油を搾っていたこ

とがあるはずだったので、そのエ具の有無を質したところ、 1人の老人が即座

に物置から探し出し、その関係工具の残骸を見せてくれた。農具調究では、そ

の村の過去の生産情況の事前把握が、農民自身も打ち忘れていた生産工具の再

発見に繋がるのである。

むすび

以上、齢江地区の南半分地域を大急ぎで巡った農具採訪の概況を報告した。

写真24 石堤の若い鍛冶屋が造った各種牒具・エ具類。左上がさらい鍬と鋤頭の中間タ

イプの曲鋤。その下が月亮鋤。打榜泰で用いられている農具類は、そのほとん

どが石堤で製造される。
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今回の調査を振り返ってみて、いくつかの事実を明らかにすることができた。

第1は、雲南や四川西部・北部の調査では、それぞれの地方の少数民族単位

で牒具の種類や形態に大きな差異が見られ、極端な場合は、尾根や谷を挟んで

使用されている農具に相違があった。しかし、開江地区では土家族・苗族・漢

族のいずれもが、判を押したように耕起・整地・脱穀・調製作業に共通した農

具を用い、しかもその組み合わせもほぼ同一であった。ことに黎の形態は、惣

戟のカープや飽先に一定の変差が見られたものの、大局的には共通要素のほう

が多かった。

第 2は、明末清初に中国に将来されたトウモロコシ・ジャガイモ・サツマイ

モが、開江地区の人びとに与えた恩恵は、予想以上に大きかったことである。

この作物の祁入が山地の開発を促進したことは明らかである。またそれに加え

て、現代の新しい農業技術、例えばマルチ栽培方式（地膜式）、間作方式（套

種式）、肥球式などは、欝江地区の農民に増収をもたらした革命的な技術であ

ろう。あるいは寄秩式の稲作も伝統的な農法の再発見かもしれない。これらの

新技術の普及により、冬附田や冬閑畑の活用が進み、輪作形態に大きな変化が

生じつつある。

また、齢江地区には課題も多い。当地方の人びとの生活水準は、賞州省と並

んで低い部類に属する。これを引き上げるのが当面の課題である。同行してく

れた彰林緒氏は、脱賛致富の要件として以下の 3つのことを指摘している。①

豊かにするには、まず道路を整備しなければならない（要致富、先修路）。②

貧困より脱出するには、まず健全な精神を培わねばならない（扶貧、先扶志）。

③貧困を撲滅するには、教育を根本としなければならない（扶貧攻堅、教育為

本）〔彰 1998,pp.43-44〕。①については、南北に縦断する完全舗装道路319公

路がほぼ通じつつあるので、河川を利用した交通は急速に衰退していくことで

あろう。それと同時に都市の工場で製造される安価な農具が出回ってくること

になろう。②については一種の精神論であるが、人びとの生活を左右する行政

サイドの舵取りに関わってこよう。③については、標準中国語教育の普及が行

き届いているので、将来に向かって充分に希望が持てそうである。
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最後に、今回の日中共同調査において多くの関係機関との困難な折衝や便宜

をはかってくれた以下の各氏に厚くお礼申し上げたい。際江開発区の影林緒・

饒昆明・王旭東諸氏、それに四川大学の再光栄・雹娩・石応平諸教授、さらに

四川民族研究所の李星星研究員。
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